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演劇の手法による教育的効果についての一考察 
－ 農業高校における食育を中心とした地域活動を通して － 
 
学校力開発分野（18220916）成 澤 久 美 
 
演劇教育はその効果が認められ，学校現場での重要性が高まっている。本研究では，上
演活動を目的とした演劇教育において，自己有用感を高め，農業高校の学びを発信する力
を伸ばし，人間関係調整力を育む教育効果があることを明らかにした。また，食育をテー
マとしたミュージカル劇を地域で実施することで， 地域社会と主体的に関わる態度を育む
ことに繋がっていることが明らかになった。 
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１ 研究の目的と先行研究 
(1)研究の背景 
演劇教育とは，一般的に「上演活動を目的とし
た教育」と「演劇的手法による教育」として日常
の学びに演劇的手法を活用しようとするものの 2
つがあるとされる(二―ランズ・渡部，2009)。 
2010(平成 22)年文部科学省「コミュニケーショ
ン教育推進会議」の座長を務めた平田オリザは，
少子化や地域社会の変化を背景に，本来は自然に
身に付けていたコミュニケーション能力を学校で
育成せざるを得なくなったことと，「居場所作りが
できて，それが生徒の意欲を引き出す」演劇がコ
ミュニケーション教育に有効であるとしている
(平田，2012)。 
 演劇教育はその効果が認められ，学校現場での
重要性が高まっている。例えば，小学校の特別支
援学級における演劇を中心とした取組から，大き
な声で話す，語彙が増える等の変化を通して自己
肯定感の向上が見られ，不登校傾向がなくなった
事例が報告されている(海藤，2014)。また，北海
道教育大学では，教員養成課程の学生と現職教員
を対象に「演劇的手法を用いたコミュニケーショ
ンプロジェクト」を展開している(川島，2017)。 
(2)先行研究の検討 
 演劇教育によって得られる具体的教育効果につ
いて，先行研究を検討する。 
工藤(2013)は，大学における演劇の基礎トレー
ニングを応用したコミュニケーション能力養成講
座の効果を測定し，「シャイネスの低減や自尊感情
の向上などを通して『発信力』などのコミュニケ
ーション能力を高める」ことを示唆する結果を得
た。青柳ほか(2013)は，工藤のアンケート項目を
採用し，佐賀大学における演劇の手法を取り入れ
たコミュニケーション能力養成講座の受講前後の
変化を測定し，「演劇ゲームなどを通じて表現力を，
対人やグループ間での実践により協調性を，そし
て演劇を作る過程において互いに違ったアイディ
アを出し合い擦り合わせていくことで論理的思考
性を身につけることができる」とした。いずれも，
演劇的手法を用いた大学講座によって，「コミュニ
ケーション能力」が高まったと評価した。 
(3)研究の目的 
筆者は，農業高校である現任校に 12 年間勤務
し，演劇部顧問として演劇教育に携わってきた。
表１は，これまで取り組んできた食育をテーマと
したミュージカル劇(上演時間 60～70 分)の一覧
である。演劇を通し，生徒が生き生きと活動に取
り組み，力を伸ばしていく様子を目の当たりにし
てきたが，この実感は漠然としたものであった。 
そこで本研究では，上演活動を目的とした演劇
教育(部活動)において，どのような教育効果があ
り演劇のどのような要素から効果が生まれるのか
を明らかにし，さらに農業高校における「食」を
テーマにした公演の意義を検証する。 
表１ 食育をテーマとしたミュージカル劇 
年度 作品名 公演回数 
2007 「いただきます見つけた！」 14 
2008 「ごちそうさまは秘密のタカラ」 14 
2009 「合い言葉は？もったいない！」 18 
2010 「ベジタブル！ワンダフル！！」 29 
2011 「どんでん森はどっきどき！」 20 
2012 「アーダコーダと魔女ナンダ」 15 
2013 「マー君とキッコちゃんの台所」 12 
2014 「海賊とヒミツの宝物」 16 
2015 「モンスターハウスにようこそ！」 10 
2016 「神様のいうとおり」 10 
2017 「不思議の国のマメ太郎」 10 
2018 「トキとタイムの時間旅行」 8 
 
２ 研究の方法 
演劇教育の効果を測定するために，青柳ほか
(2013)によるコミュニケーション能力測定項目を
用いてアンケート調査を行った。 
対象者は，生徒(在籍演劇部員 15名，演劇部卒
業生 5名)，その保護者(在籍演劇部員の保護者)，
そして公演先の職員(過去 12年において 4回以上
公演を実施した 10カ所・川西町立犬川小学校，川
西町立吉島小学校，(福)川西町社会福祉協議会，
風の子クラブ学童保育所(米沢市)，米沢市児童会
館，米沢市立愛宕小学校，米沢市立南部小学校，
浜田広介記念館(高畠町)，高畠町役場糠野目生涯
学習センター，杉並区立杉並第四小学校)である。
2018年 10月～2019年 1月の期間に文書を郵送あ
るいは手渡し，返信用封筒にて回収した。 
アンケートの内容は，表 2に示すとおりである。
5 つの各項目中の問いに対する〇の数を，問いの
数×回答人数で除して，効果の割合を求めた。 
表 2コミュニケ―ション能力に関しての調査項目 
1.発信 
①伝えたい話の内容を相手に伝えることができる。 
②自分の主張を筋道立てて説明できる。 
③自分の気持ちを，言葉で素直に表現できる。 
④人と異なった意見や感じを持っている時，それを表現す
ることができる。 
⑤他人にやってもらいたいことをうまく伝えることがで
きる。 
⑥自分の気持ちを，しぐさや表情でうまく表現できる。 
⑦他者の言動が不適切なとき，それに対し批判を述べるこ
とができる。 
⑧自分に分からないことは，相手にその説明を求めること
ができる。 
⑨緊張せずに話すことができる。 
⑩長電話や長話のとき，自分から切る提案をすることがで
きる。 
2.対人 
関係 
①人と対立しても相手の立場に立つ努力ができる。 
②何か失敗したときにすぐに謝ることができる。 
③まわりの人たちが自分とは違った考えを持っていても
うまくやっていける。 
④人の話を聞くときは，その人が何を言いたいのか考えな
がら聞ける。 
⑤人間関係を良好な状態に維持するように心がけること
ができる。 
⑥気まずいことがあった相手とうまく仲直りできる。 
3.初対面 
積極性 
①知らない人でもすぐに会話を始めることができる。 
②見知らぬ人たちの会話のなかに気楽に入っていくこと
ができる。 
③初対面の人に自己紹介をうまくできる。 
4.受信 
①相手が自分に対して何か不満があるとき，言われなくて
もそれを察する。 
②相手が自分に対してどのように思っているのかを推測
できる。 
③相手が何か言いにくそうなことがある場合，それをすぐ
察知できる。 
5.学習 
積極性 
①大人数の中で発言や質問ができる。 
②小人数の中で発問や質問ができる。 
上記の項目に加えて，生徒に対しては「力が特
に伸びたと感じる内容」と「地域における公演活
動を通してついた力」，保護者に対しては自分の子
どもの変容，公演先に対しては，「(観劇した)子ど
もたちにどんな教育的効果があったか」と「高校
生の演劇と継続の効果」について，それぞれ自由
記述として尋ねた。なお，公演先は自由記述のみ
とし，同じ内容は（ ）で回答数をまとめた。 
 
３ 調査結果 
(1)生徒のアンケートから 
①どんな力が身についたか。(有効回答 20名) 
分
類 
1.発信 
2.対人 
関係 
3.初対面 
積極性 
4．受信 
5.学習 
積極性 
割
合 
40.6% 46.7% 35.6% 35.6% 36.7% 
②力が特に伸びたと感じる内容(自由記述) 
〇表情筋が柔らかくなった。表情が豊かになった。 
〇自分の意見をしっかり言える(3)。初対面の人と話すときに，
緊張せず気楽に話せるようになった(3)。 伝えたい話の内容
を相手に伝えることができる。何かしら友達と気まずい関係
になったときに，自分から話を出して頑張ることができた。
自分の気持ちを，しぐさや表情でうまく表現できる。 
〇視野が広がった(2)。周りなど気にして行動できるようになっ
てきた(2)。 自分がやられて嫌なことは，人にはやらない。
相手にとってどんな対応が最適か気を付けた。 
〇我慢強さ。だるいと思っても，顔や態度に出さないこと。嫌
だと思ったことでもやりきる力。 
〇恥ずかしいと考えないで，頑張ろうとプラスに考えること。 
〇人をまとめる力。指示をしっかりだせる。注意を徹底し，注
意したことを自分にも活かそうとした。 
〇積極的に勉強をするようになった。自分で考えて動くように
なった。授業で，堂々と意見を述べるようになった。 
③地域における公演活動を通して学んだ内容 
〇喋る力。他地域の方々と多く会話できるようになった。初対
面でも多く話すことができるようになった(2)。人とコミュニ
ケーションをとること(2)。生活の中では，人と会話する際に，
自分の意見をしっかり言えるようになった。 
〇笑顔。明るく笑顔で話す(2)。普段の生活でも，素直に笑うこ
とが出来るようになった。 
〇地域の人たちの優しさ。地域との交流の大切さ。食育がどれ
だけ大切かを子ども達に伝えられた。 
〇たくさん舞台に立つことができるので，舞台慣れし，最初の
頃よりも恥ずかしくなくなった。 
コミュニケーション能力測定項目から，「対人関
係」に関する力，次いで「発信」する力が伸びた
と感じていることが明らかになった。自由記述か
らも，社会人に求められるコミュニケーション能
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力が向上したと伺われる内容がみられた。 
(2)保護者アンケートから 
①どんな力が身についたか。(有効回答 8名) 
分
類 
1.発信 
2.対人 
関係 
3.初対面 
積極性 
4．受信 
5.学習 
積極性 
割
合 
32.5% 39.6% 20.8% 25.0% 18.8% 
②力が特に伸びたと感じる内容(自由記述) 
〇ダンスが上手になりました。大声で歌を歌う。 
〇自分の思いを言えるようになった。自分の意見や思いを我慢
したりすることが多かったが，素直に話す機会が増えたと思
う。普段の会話が上手になった。団体での活動で，会話をし
ないと物事が進まない中で，部員同士協力して自ら行動して
いるところが見えてきた。 
〇疲れていて休みたいと思っても，忍耐強くなり，頑張ってい
る様子が見られるようになった。 
〇人間関係を良好な状態に維持するように心がけている。まと
め役をしっかりしていたと思う。 
〇責任感が強くなった。自分の受け持った役や裏方のことでも
責任をもって行っていた。 
③地域における公演活動を通してついた力 
〇自分から挨拶ができるようになった。当たり前のことが，当
たり前のようにできる。学校に迎えに行って，車で家に着く
と，「ありがとうございました。」と普通に言える。 
〇忍耐力がついたと思う。 
〇家族の会話でもいつも明るく表現するようになった。ポジテ
ィブになりました。気持ちの切り替えが付いた。 
〇どんな事でも自分から積極的に活動に参加する力が身につい
たと思う。人前でダンス等を行い，表現が豊かになった。 
 保護者も「対人関係」「発信」に関する力が伸び
たと感じていることが明らかになった。自由記述
から，演劇を通して鍛えられた力が，一時的なも
のではなく，家庭における生活態度や生き方の変
容にまで繋がっていることが読み取れた。 
(3)公演先のアンケートから(有効回答 8か所) 
①子ども達にどんな教育的効果があったか 
〇食の大切さについて，子どもたちなりに理解していた(5)。 
〇劇中でのクイズや子ども達への問いかけにより，とても楽し
かったと感じていた(3)。演劇の素晴らしさを感じることがで
きた(2)。自己表現の大切さを学ぶことができた。 
〇継続の大切さを感じている。 
②高校生の演劇と継続の効果 
〇食に関する大切なことを，文字や言語ではなかなか吸収でき
ない子どもたちも，ミュージカルという劇や歌で呼びかけら
れると，分かりやすく，受け止めやすい(5)。子どもなりに何
かを感じ，生活を振り返ることができる。 
〇子ども達の反応にアドリブで応えてくれたり，子ども達に問
いかけたり，役者と観客が一体化した楽しい劇だった(4)。演
じる方々との交流があると楽しめる(2)。 
〇毎年同じ時期に同じ「食育」をテーマにしたミュージカルを
開催することによりリピーターがいる(4)。高校生の成長も毎
年一緒にみることができ，楽しみである(3)。 
〇「食育」というテーマで農業高校の学生がミュージカルをす
ることに大きな意義を感じている。 
 活動が 12年に渡り必要とされる背景に，子ども
が抱える食の課題と農業高校の生徒が日頃学ぶ
「食」を発信する取組が一致していたことが伺え
た。また，作品に歌とダンスを用いた点と，「問い
かけ」という関わりあう要素を含ませた点が評価
されていることが分かる。 
 
４ 考察 
(1) 演劇教育の効果 
「力が特に伸びたと感じる内容」について，新学
習指導要領で再整理された育成すべき資質・能力
の三つの柱に沿って検討する。 
①「何を知っているか，何ができるか(知識・技
能)」 
 主に「身体表現」に関連する表情・声音・声の
大きさ・役作りなど演技の技術や，体力・ダンス
等の技能についての力が伸びている。また，「食」
の大切さについて子どもに伝わるようにセリフや
動きを創作する過程で，教科「農業」に関する知
識を整理し直し，活用することができている。 
 ②「知っていること・できることをどう使うか
(思考力・判断力・表現力等)」 
 変化の著しい社会において，「食」には問題が
山積みである。「60分間，楽しく，食の大切さを伝
える」という課題を主体的･協働的に解決していく
ことで，思考力･判断力･表現力が育っている。そ
れを引き出す演劇の要素の一つに，「答えがない舞
台を協働で創作する過程」がある。各自が持つ演
技や舞台のイメージを一つに刷り合わせる過程で
生まれる意見の違いを，繰り返し解決する仕組み
を通して思考力が鍛えられる。また，舞台製作の
問題を明確化し，解決に向けて共に一つの作品に
仕上げる際，合意形成を何度も行う作業から判断
力が養われる。さらに，「自分以外の役を演じるこ
と」で，日頃言わないセリフや仕草などを疑似体
験し，表現の幅が広がる。そのことによって，自
分の意見をどのように発信することが適切か，日
常における表現力も鍛えられている。 
③「どのように社会・世界と関わり，よりよい
人生を送るか(学びに向かう力，人間性等)」 
「我慢強さ」の記述から「自己の感情や行動を
統制する能力」の向上が見える。その背景にある
のは，一つの作品を作るために，相手に対して自
分の考えを述べると共に，相手の指摘を受け入れ
る過程を乗り越えなければならない点にある。思
うように相手に伝わらないもどかしさや，相手の
意見に譲歩する等のやりとりは，大変なストレス
である。より良いものを創るために避けては通れ
ない「人間関係の困難さ」を通して，相手への伝
え方や関わり方に配慮し，相手の言い分を吟味・
受容しつつ，譲れない点は主張する等「人間関係
調整力」を身に付けたことが伺える。 
このように大変な思いをしてまでも活動に取り
組む理由の一つに，「役割」がある。「自分にしか
できない」という特別感や必要感が活動を継続す
る動機になっている。また，総合芸術である演劇
の「役割の多さ」も個性を生かし，自分の得意分
野で力を発揮できる機会を与え，「安心感」や「自
己有用感」を育むことに繋がっている。 
検討の結果，「学びに向かう力，人間性等」に該
当するだろう記述が最も多かった。このことは，
服部(2010)が高校での「演劇科」の実践を調査し，
演劇は「思考力」「想像力」「表現力」を高め，「演
劇という日常とは異なった環境を体験することで，
新しい自分を発見し，人間力が養われる」と指摘
し，結論として「生きる力」を育むと述べている
ことに通じると考える。  
(2) 「食」をテーマにした公演の意義 
「農業高校」の学びの核である「食」や「命」
が発信のテーマであることが重要である。公演を
通して，このテーマを観客である子どもたちが受
け止め，理解し，生活に活かそうとしている。こ
のように，「食」をテーマにした劇の公演は，「高
校生も子どもも楽しく食育を学ぶ」点において活
動の目的と必要性が一致しており，双方の学びを
深める要因となっている。 
長年にわたる「食」の大切さを発信する活動は，
地域の人に認められ，「地域貢献」に繋がるととも
に，農業高校の魅力を伝える効果を生んでいる。
地域住民からの，「頑張っているね，次も期待して
いるよ，また見たい」という励ましや声がけによ
って，活動をより良いものにし，もっと地域に貢
献しようという気持ちを育み，地域と主体的に関
わる力や地域共生社会に向かう態度の育成に繋が
っている。 
 
５ 到達点と課題 
(1) 到達点 
本研究では，上演活動を目的とした演劇教育に
は，「自己有用感」を高め，「食育」活動を通じて
「農業高校」における学びを「発信する力」を伸
ばすと共に，「人間関係調整力」を育む効果が認め
られた。これらは演劇の持つ，「身体表現・自分以
外の役を演じること・多彩な役割があること・答
えがないものを協働して創り上げること」を通し
て生まれると考えられる。 
また，農業高校における学びの核である「食」
をテーマとした公演の効果は，演じ手と観客の双
方の学びを深めていることと，地域貢献の役割を
果たし，地域共生社会に向かう態度が高校生に培
われるという形で表れている。 
 (2)課題 
本研究で得られた演劇教育の利点を，特別活動
に限定せず，教科に取り入れた授業展開について
検討・実践し，その効果について検証したい。 
また，「食」を中心とした農業高校の魅力の発信
を，学校組織として展開する方法も検討したい。 
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